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研究テーマ

近年の主な実績

主に縄文時代の交易・交流について、研究しています。

R２　特別展「Ｊｏｍｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄー縄文の美と技、成熟する社会－」

県政史と公文書の管理・保存について研究しています。

H31　「歴史館所蔵資料からみた明治四十三年八月期水害」（歴史館報第46号）
H30　日曜歴史館「明治期の茨城県知事とその治績」

政治史を中心に、幅広い分野、年代を様々な視点から研究しています。

R2　企画展３（アーカイブズ展）「徳川斉昭と弘道館・偕楽園」
H29　「水戸藩における武家奉公人「黒鍬」について」（歴史館報第44号）

一橋徳川家文書を中心に武家の奥向、交際儀礼を研究しています。

Ｒ４　「国指定重要文化財　一橋徳川家関係資料　文書記録類　解題」
　　　（歴史館報第50号）
R3　一橋徳川家記念室展示「一橋徳川家の大奥」

御三卿の研究並びに地域史料の研究・保全・利活用の実践を行っています。

Ｒ４　史料叢書26『一橋徳川家文書　家臣関係史料』
R３　「徳川幹子と茨城県婦人会館」（歴史館報第49号）

中世後期、とくに戦国時代の東国について、佐竹氏を中心に研究しています。

Ｒ４　日曜歴史館「戦国大名佐竹氏の成立」

行政資料に含まれる地図や建築図面を調査・研究しています。

R3　企画展２「絵図・地図・アーカイブ図ー描かれた茨城の都市と村ー」
R1　日曜歴史館「城下絵図の情報力ー常陸国下館・下妻・谷田部を事例にー」

本県にかかわる女性史と紀行文（旅日記）を研究しています。

R2　史料叢書24「弘道館関係史料Ⅲ」
R1　アーカイブズ展「黒澤止幾ー幕末・明治の足跡を史料にたどるー」

水戸藩や徳川慶喜の動向を中心に幕末維新期の政治史を研究しています。

R４　一橋徳川家記念室展示「一橋徳川家の幕末維新」
H29　特別展「志士のかたちー桜田門、天狗党、そして新選組ー」

県内の古墳と、古墳が築かれた時代について研究しています。

R3　企画展３「ふぇいすー掘り出された顔かたちー」
R1　テーマ展Ⅱ「いばらきスポーツのあゆみー栄光の軌跡ー」

主に中世から近世の茨城県内の絵画作品や絵師の活動を中心に研究しています。

H2８　テーマ展Ⅰ「水府美術譯」
H2７　テーマ展Ⅱ「古美術ワンダーランド」

主に近現代関係資料の調査・研究をしています。

R3　特別展「華麗なる明治ー宮廷文化のエッセンスー」
R2　企画展２「戦争と茨城ー茨城郷土部隊史料保存会所蔵史料からー」

工芸作品、特に刀剣類とそれらをつくり出す職人たちを研究しています。

Ｒ４　一橋徳川家記念室展示「姫君の装い」
R2　特別展「鋼と色金ー茨城の刀剣と刀装ー」

仏像・仏画などの仏教美術を中心に、県内作品の研究をしています。

Ｒ４　特別展「鹿島と香取」
R3　企画展４「親鸞を継ぐー如信をめぐる遺宝ー」

お祭りを飾るもの（特に山鉾屋台）やそれらをつくる人々について研究しています。

Ｒ４　展示「昔のくらし」
Ｒ４　特設展示「茨城の俳諧ー芭蕉・蕪村・一茶が訪れた茨城ー」

中世（～近現代）全般の資料を調査・研究しています。

Ｒ４　企画展２「関東天台ー東国密教の歴史と造形ー」
R３　企画展１「中世佐竹氏の世界ー千秋文庫所蔵文書からー」
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